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230，4釣人

だ
き
ま
す
。

薦
原
、

な
で
し
こ
、

四
月
か
ら
新
平
塚
方
式
に
移
行

す
る
南
原
、
富
士
見
、
な
で
し

こ
、
花
水
地
区
に
つ
い
て
は
、
現

夜
、
自
治
会
や
子
供
会
、
哲
人
会

等
の
役
員
に
説
明
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
実
施
地
区
の
み
な
さ
ん

は
、
新
し
い
分
別
と
収
集
に
つ
い

て
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
ご
み
亭
λ
打
殺
し

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
五

月
以
降
実
施
を
予
定
し
て
い
る
地

区
に
つ
い
て
も
、
実
施
の
一
、
二

か
月
前
に
説
明
会
を
開
聞
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
(
二
商

新
し
い
ご
み
の
出
し
方
を
参
照
)

平
塚
市
は
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
一
門
口
四
百
六
十
七
万
円
、

一
年
間
で
は
約
十
七
億
八
百
万
円
と
い
う
ば
く
大
な
費
用
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ご

み
の
中
に
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
み
を
資
源
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
の
量
が
少
し
で
も
減
れ
ば
、
貴
重
な
税
金
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
塚
市
で
は
、
現
状
の
ご
み
収
集
処
礎
体
系
に
つ
い
て
根
本
か
ら
見
夜
し
、
検
討
を
重
ね

て
き
た
結
果
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
昨
年
の
十
二
月
、
全
市
い
っ
せ
い
に
も
え
る
ご
み
の

収
集
臼
を
地
区
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
分
散
し
て
い
る

も
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
を
、
四
月
か
ら
全
古
川
い
っ
せ
い
に
変
更
す
る
と
凸
同
時
に
、
新
し
い
ご

み
の
分
別
収
集
「
新
平
塚
方
式
」
も
併
せ
て
、
間
関
汚
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
平
塚
方
式
に
よ
る
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
を
遇
し
て
膿
次
説
明

会
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

も
え
な
い
ご
み
と
め
た
の
て
わ
か
り
や
す
く
な
新
平
塚
方
式
に
移
行
す
る
ま
で
の

・

4

り
ま
す
。
ま
た
、
収
集
車
を
集
中
聞
は
従
来
ど
お
り
で
、
月
一
一
回
も

親
集
自
を
統
一
配
車
す
る
こ
と
に
よ
り
、
警
の
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た

節
約
や
作
業
能
率
が
よ
く
な
り
ま

も
え
な
い
ご
み
の
収
集
自
は
、
す
。
そ
し
て
、
町
内
会
が
同
じ
収

今
ま
で
一
地
区
を
ま
た
ぐ
な
ど
分
散
集
日
に
な
る
と
、
出
し
や
す
く
な

し
て
い
ま
し
た
が
、
も
え
る
ご
み
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
な
り
、

と
間
同
じ
よ
う
に
、
組
区
ご
と
に
ま
街
も
き
れ
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

い
ご
み

4
月
か
ら
段
階
的
に
実
施
を

一
方
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
始
方
の
分
類
は
-
一
商
亭
岳
会
向
し
て
く

め
ご
い
る
新
し
い
分
別
収
集
「
新
だ
さ
い
。
)

平
塚
方
式
」
は
、
モ
デ
ル
地
反
と
新
平
塚
方
式
で
、
特
に
変
わ
る

一
し
て
中
皇
、
南
原
、
八
重
咲
町
、
占
は
、
も
え
な
い
ご
み
を
ぺ
可
燃

v

袖
ケ
浜
、
松
風
町
の
み
な
さ
ん
に
不
適
ご
み
…
と
-
資
源
一
再
生
ご

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
み
」
に
分
け
ず
ヘ
収
集
臼
を
変
え

し
た
が
、
資
源
ご
み
の
増
加
や
ご
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
一
九
は
、

A
つ

み
の
収
集
、
処
現
作
業
の
能
率
が
ま
で
も
え
な
い
ご
み
と
し
て
一
緒

あ
が
る
な
ど
、
相
当
の
成
出
来
が
あ
に
出
し
て
い
た
、
割
れ
た
茶
わ
ん

り、
{
F
事
宿
し
て
き
で
い
ま
す
。
や
小
型
電
気
器
具
、
フ
ラ
ス
チ
y

そ
こ
で
、
今
閥
、
も
一
え
な
い
ご
ク
、
紋
紙
、
鉄
鎖
、
ビ
ー
ル
ピ

み
の
収
集
日
ゑ
瓦
更
す
る
と
同
時
ン
、
ガ
ラ
ス
類
な
ど
を
、
「
可
燃

に
、
新
し
い
分
泊
収
集
を
四
月
か
不
適
ご
み
一
「
資
源
再
生
ご
み
」

ら
、
全
市
に
向
け
て
段
伝
的
に
実
に
分
け
て
出
す
こ
と
に
な
り
ま

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
す
。
も
え
る
ご
み
は
「
可
燃
ご

た
。
(
下
表
の
と
お
り
)
み
」
と
名
称
が
変
わ
る
だ
け
で
、

新
し
い
分
別
収
集
「
和
平
塚
方
従
来
ど
お
り
で
す
。

式
」
は
、
ご
み
の
分
殺
の
仕
方
が
こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
各
種
出

従
来
の
「
も
え
る
ご
み
」
「
も
え
体
が
分
別
し
、
資
い
上
コ
げ
を
行
つ

な
い
ご
み
」
か
ら
、
つ
可
燃
ご
て
い
た
資
源
ご
み
は
、
自
治
会
ま

み
一
「
可
燃
不
適
ご
み
」
「
資
源
持
た
は
呂
治
会
渡
合
会
こ
と
に
凶
収

生
ご
み
」
ぷ
捕
は
吋
ご
み
」
i
y

」
、
分
し
、
少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
号
つ

類
が
処
理
に
合
わ
せ
て
細
分
化
さ
と
い
う
わ
け
で
す
。

れ
ま
す
。
(
新
し
い
ご
み
の
出
し
た
た
し
、
も
え
な
い
ご
み
は
、
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新
入
掌
期
を
辺
一
九
、
子
供
た
ち
を
交
遂
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
四
月
六
日
か
ら
一
四
月
十
五
日

ま
で
の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
議
室
運
動
が
行
わ
れ
る
。
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新
入
学

(
罰
)
児
を
玄
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
牽
庭
で
も
、
草
子
濃
宜
全
教
育
を
徹

底
し
、
交
通
事
故
に
あ
わ
ぬ
よ
う
、
+
分
ご
注
意
を
。

マ
自
転
車
乗
り
に
注
意

・
自
転
車
は
、
子
供
の
体
に
あ
っ

て
い
る
か

・
自
転
車
は
整
議
さ
れ
て
い
る
か

.
危
険
な
場
所
で
乗
っ
て
な
い
か

み
、
額
時
ご
み
に
区
分
し
、
決
め
ら
れ

た
曜
日
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

{
淘
時
制
・
蜜
土
克
地
区
}

包
可
燃
ご
み
は
以
前
と
向
じ
③
可
燃

不
建
」
み
第
一
一
・
凶
火
曜
日
③
資

商
問
師
、
富
士
見
、
な
で
し
こ
、
花
水

地
区
の
皆
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
一
新
平
塚

方
式
に
よ
る
新
し
い
と
み
の
分
別
収
集

が
始
ま
る
。
在
表
の
と
お
り
可
燃
ご

み
、
可
燃
不
透
ご
み
、
資
源
再
生
ご

減
詩
集
}
み
第
了
三
火
曜
日

{
花
水
脅
な
で
し
こ
地
区
〕

@
可
燃
ご
み
は
以
前
と
一
同
じ
霊
可
燃

不
透
ご
み
第
一
一
・
包
金
融
曜
日
③
資

源
再
生
ご
み
第
一
ニ
一
金
穣
日

運
転
免
許
会
員

費
改
正
さ
れ
る

@すべて翁科で、質接電話等で@込itl.

.o材、丸木等は護径3加古以下、表さ1m50an以下記切っておくa
@家電製Iffi誌、できるだけ簸売底に引き取ってもらう，
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四
月
一
日
(
火
)
は
、
市
制
記
念
臼
の
た
め
休
庁
し
ま
す
。
ご
み
収
集
も
休

み
な
の
で
、
山
一
一

g
の
ご
み
収
集
区
域
の
ガ
は
、
次
の
収
集
臼
ま
で
出
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
渓
抑
制
談
窓
お

j
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
捧
相
談
{
3
月
目
白
(
火
)
、

4
月
2
日
(
水
)

。
行
政
苦
闘
構
相
談
F

日
時
1
団
時

。
一
揖
法
樟
相
談

3
月
話
日
(
大
)
、

4
月
3
日
(
木
)

4
月
8
日
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
t
同
時

。
晶
島
問
棋
雨
期
盤
扇
談
4
R
H
E
(
金
)
、
日
時
1
日
時

。
住
宅
相
談

3
月
日
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

。
一
般
市
民
相
談
笹
田
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
U
時
ま
で
、
日

曜
，
抗
日
は
除
く
)

。
消
襲
援
活
相
談

3
月
回
日
(
金
)
、
4
月
4
日
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、

日
時
3
日
時

。
下
鵠
取
引
相
談

3
月
拍
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日
時

。
定
例
年
金
相
談

4
月
日
日
(
木
)
、
四
時
5
日
時

。
発
踊
明
帯
車
特
許
議
談

4
月
7
日
(
月
)
日
時
1
日
時

務
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

日明

i
七
一
一
一
二

月
jh
金
曜
臼
9
時
1
四
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

議

後

会

録

的

ω
i二一一一一一一一一一

〈

Y
心
配
ご
と
掴
談
華
遜
百
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
5
日時

。
母
子
相
談
嬉
遜
月
1
金
曜
日
、
9
時
5
日
時
四
分

。
輩
銭
由
品
骨
組
堀
誠
醤
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M時

。
高
離
帯
融
緩
相
談
毎
遺
河
，
、
金
曜
日
、

9
時
油
分
S
M時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
老
人
輯
畿
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
目
撃
号

体
み
て
午
前
日
時
S
U時
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ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
我
A
熟
年
、
た
一
マ
申
議
期
間

4
月
中

だ
今

z
n
g」
を
図
番
館
視
磁
一
た
叫
ん
し
、
す
で
に
手

持基
7
J
Z
ブ
リ
!
(
霞
諾
担
1
0白
一
て
い
る
方
は
、
申
請
す

一
五
)
で
貸
し
出
し
て
い
る
。
一
な
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
生
き
一
マ
受
付
窓
口
市
役
所
福
祉
総
務

が
い
事
桑
田
山
(
一
電
話
お
二
三
一
一
二
諜
更
生
福
祉
係
(
内
線
一
一
一
一
一
一
)

五

)

へ

。

一

円

〉

持

参

す

る

も

の

身

体

障

害

暑

一
手
線
、
住
民
戸
田
般
の
町
与
し
ま
た
は
戸

一
籍
の
付
菜
、
印
鑑
、
預
金
遜
幅

一
(
県
環
託
金
議
機
関
で
あ
る
措
渓

一
銀
行
の
普
通
頭
金
・
本
人
名
儀
)

3月16白(認) しらさぎ広場
(マ汁コ量アの頭マ球マ 9 '7衡に
内向、 lあ j三郎、内場会時 B か'-!:::t:
轡いよ主ナ亡ブ売種容南場 30時れゑ域
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高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
の
一
生
き
が
い
巷
嵩
め
て
い
く
に
は
、
社
五
古
参
加
の
機
会
を
与

え
る
ζ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
て
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
「
生
き
が
い
事
業

団
」
が
発
足
し
た
3

事
業
は
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
会
員
数
も
間
百
人
を
超
え
て
い
る
。
お

年
寄
り
の
知
恵
と
緩
撃
を
生
か
し
て
い
く
事
業
留
に
、
ご
理
解
ど
と
協
力
を
。

マ
屋
外
軽
作
業
清
掃
、
徐
落
、

草
刈
り
な
ど

マ
屋
市
門
軽
作
業
清
掃
、
荷
作
り
、

警

め

、

皇

、

施

設

管

理

等

一

県

で

は

、

生

活

用

問

窮

世

帯

芸
能
大
工
、
棄
の
手
入
れ
、
一
の
方
に
手
当
奄
支
給
し
て
い
る
。
一
に
就
学
費
護
勤

友
官
、
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
、
塗
装
一
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
を
。
一

板

金

堂

守

一

寸

対

象

4
月
1
日
現
在
、
県
内
一
教
育
委
塁
買
で
は
、
学
用
品
や

マ
事
務
補
助
努
山
、
意
昇
、
伝
一
に
1
年
以
し
古
筏
し
、
身
障
手
枝
一
給
食
費
な
ど
、
怒
チ
に
必
要
な
経

童
市
整
理
、
潟
査
等
一

1
級
1
3級
、
ま
た
は
知
能
指
数
一
費
の
支
払
い
が
経
済
的
に
困
難
な

す
炭
庭
援
助
-
家
事
手
伝
い
、
市
出
一
刊
以
下
の
方
(
施
設
等
に
入
所
し
一
家
庭
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援

番

等

一

て

い

る

万

を

除

く

)

一

助

し

て

い

る

。

4 

日

所
審
議
萎
日
員
と
し
て
登
録
。

時
に
は
、
市
の
要
請
に
よ
り
、

議
に
よ
り
、
ぃ
、
看
護
活
動
に
従
事
で
き
る
万
一
郎
の
指
示
に
従
っ
て
看
議
活
王

将
救
護
所
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
一
を
募
集
す
る
。
一
従
事
す
る
。
(
報
酬
は
別
に
出

た

。

こ

の

救

護

粛

に

は

、

一

マ

応

募

資

格

市

内

在

住

で

、

保

一

る

)

圧

さ

れ

た

。

一
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
看
護
一
な
お
、
研
修
会
等
に
参
加
し
て
一
こ
れ
は
、
一
月
一
二
十
一
日
付
け

一
土
、
准
看
護
婦
の
資
格
を
持
ち
、
災
一
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。
一
で
白
銀
が
公
定
歩
合
を
引
き
下
げ

一
i
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
j
t
i
l
l
-
-

一
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て
設
備
資

一

i
?
1
4
b
i
:
}
:
‘

f
s

一
人
章
一
で
は
利
率
六
・
七
が
が
六
・
五

一

号

、

合

轄

の

丹

議

を

一

定

改

正

さ

れ

る

な

ど

、

資

金

貸

一

一

一

付

利

率

は

、

0
・一一日ムいから

O
E

一
叱
だ
い
ま
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
償
却
資
法
係
(
内
線
二
九
二
一
二
五
引
h
隔
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

一
一
芸
の
図
書
産
税
都
市
計
一
軽
自
動
撃
の
廃
憲
豊
富
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
諜
工

一

酒

税

の

課

税

の

議

礎

と

な

る

開

制

定

一

一

業

係

(

内

線

五

五

O)
へ。

愛
護
課
税
台
晶
恨
の
縦
覧
を
行
っ
て
一
一
-
一
五
目
以
下
の
原
動
機
付
き
一

い
る
。
縦
警
れ
る
言
、
印
鑑
一
自
転
車
、
建
議
を
廃
車
す
る
場
一
旅
行
の
契
約
は

を
お
忘
れ
な
く
り
一
合
は
標
識
(
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
1
一

登

録

業

者

と

マ
期
間

3
月
初
日
(
木
)
一
ト
)
、
標
識
交
付
証
明
書
、
印
鍛
一

(
土
曜
日
の
午
後
、
臼
一
曜
日
一
を
持
参
の
ヨ
ヘ
市
設
前
市

F誠
一
旅
行
の
相
談
、
申
し
込
み
は
、

く

)

一

課

税

制

係

(

窓

口

8
番
)
へ
。
一
登
録
し
て
あ
る
旅
行
業
者
へ
。

マ
縦
覧
場
所
市
資
産
税
謀

l
I
l
l
i
-
-
-

一
登
録
の
有
無
向
、
登
録
番
号
、

舎
1
階
胸
部
口
6
番

)

一

登

録

業

ゃ

、

セ

ー

ル

ス

マ

ン

の

外

マ

縦

覧

で

き

る

方

奪

水

路

に

関

す

る

一

務

員

証

で

確

認

で

き

る

。

者

お

よ

び

一

躍

の

親

族

、

許

認

可

事

務

を

一

ま

た

旅

行

契

約

に

は

、

理

人

、

法

定

代

理

人

、

一

の

説

明

を

十

分

に

受

け

、

廿

四
月
一
白
か
ら
、
市
内
の
水
路
一
荷
を
必
ず
も
ら
お
う
。

と
水
路
数
に
関
す
る
許
一
認
可
兼
務
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
ヤ

が
、
県
か
ら
市
へ
移
管
さ
れ
る
。
一
光
係
(
内
線
五
四
九
)
へ
。

で
あ
る
。

り

{

務

時

効

畿

月

初

絞

覆

場

所

}

官

杏

裳

堂

平

樫

栴

夜

、

ふ

地
今
年
で
一
十
三
回
忌
を
迎
え
る
平
配
布
は
、
昨
叶
年
同
様
、
新
樹
析
。
た
だ
し
、
配
布
団
に
よ
り
、
苗
一
小
学
校
、
松
原
小
学
校
、

卦
塚
市
緑
化
ま
つ
り
の
日
程
が
決
ま
込
み
の
引
換
券
持
参
者
に
お
わ
け
木
、
草
花
の
種
類
が
異
な
る
。
一
平
線
病
説
、
平
塚
市
長

明
り
、
四
月
二
十
七
日
(
臼
)
か
ら
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
配
布
日
と
一
樹
種
一
幡
小
学
校
、
大
野
小
学

日
二
十
九
日
(
火
)
ま
で
の
三
日
マ
煎
木
山
引
換
券
緑
化
ま
つ
り
の
・

4
月
幻
自
(
日
)
つ
ば
き
、
一
小
学
校
、
平
塚
球
場
、

問
問
、
八
幡
山
公
開
醐
で
開
聞
か
れ
る
と
前
臼

(
4月
初
白
)
の
新
聞
に
折
花
ス
オ
l
、
怒
〈
ち
な
し
、
ま
一
枝
、
平
塚
共
済
病
吹

川

と

に

な

っ

売

り

込

む

縁

化

ま

つ

れ

己

革

案

内

チ

た

は

マ

リ

1
ゴ
ー
ル
ド
一
校
、
金
目
小
学
校

緑
化
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
も
「
緑
ラ
シ
に
苗
木
引
換
券
が
つ
い
て
い
・

4
月
お
臼
(
月
)
つ
つ
じ
、
一

の

風

と

花

の

香

へ

ハ

イ

ジ

ャ

ン

る

。

く

ち

な

し

、

変

化

ア

セ

ビ

、

ま

一

プ
」
と
決
ま
り
、
実
市
を
は
じ
マ
苗
毒
素
法
緑
化
ま
つ
り
た
は
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
一

め
多
彩
な
催
し
物
を
計
画
し
て
い
会
場
で
、
苗
木
引
換
券
を
持
参
し
・

4
同
月

m
B
(祝
)
さ
っ
き
、
一

る
。
ぜ
ひ
お
山
掛
け
を
。
た
方
に
、
笛
木
1
本
ま
た
は
背
中
花
沈
丁
売
さ
る
す
べ
り
、
ま
た
一

な
お
、
憶
例
の
笥
木
、
草
花
の

3
鉢
の
い
ず
れ
か
を
配
布
す
る
。
は
ベ
チ
ュ
ニ
ア

日

方マ
問
問
い
合
わ
せ
先

住民異動届は、選挙、就学、癒民年金、闇民健鹿保

障、予間接種、印盤証明などのもとになる重要なもむ

です。住所が変ねったときは必ずH 日以内に届廿出を

してください。

屈は，拙虹は、その方自氏名、在所、異動した年月

目、控前田住所帯がわかるようにし、本人または世帯

主等が届け出ることになっています。

うそ由扇町出をしたり、正当由理由がなく届け出を

おこたった場合ば過料が科せられる場合があります。

務担当 市民課市毘異動部(喝言語23-1111内錦234)

3月21日(金)善幸分の日
雨天の場合は 3月30臼(臼)に民自延

高来神社告時'3D分
関府津駅行花ホパス博下車徒主伝5分

コース 高来神社 E聾覚続一虎女の文壇一世会

戸分神社一荘厳持一山下長者屋敷一虎女住庵

跡ーさ在味線一八遼寺一木瞳万田異瞳

・持重参するもの 弁当、水筒、軽装で善参加0

問い合わせ社会教育課文化財保護部

(内轍528)

とき

集会



柵

醐

戸

什

川

川

一

一

一
i

楽
し
く
な
け
れ
ば
、
ま
つ
り
じ
ゃ

ぽ
な
い
」
公
開
国
舘
ま
つ
り
は
、
地
域
の
楽

町
し
い
ま
つ
り
で
す
。

慢
向
こ
う
一
一
一
軒
両
隣
り
。
友
逢
の
友
達

司
が
友
逢
な
ら
、
隣
人
の
隣
人
も
、
ま
た

吋
隣
人
。
隣
人
の
輸
が
広
が
っ
て
、
地
域

別
と
な
り
ま
す
。

dw

そ
の
地
域
に
あ
っ
て
含
嵐
に
言
え

や
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
カ
ル

八

チ

ャ

l
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
…
果
た
し
て

F

い
る
の
が
、
公
民
館
。

灘
公
民
館
で
は
、
年
一
回
、
公
民
館
ま

日
つ
り
を
聞
い
て
い
ま
す
。
市
内
二
千
三

館
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
一
一
月
に
同
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
公

民
館
ま
つ
り
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

演
芸
発
表
、
作
品
展
示
な
ど
も
好
評

で
し
た
が
、
一
番
人
気
は
、
た
こ
や
き

や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
応
。
食
べ
る

?

の

も

楽

し

い

公

民

館

ま

つ

り

で

し

た

。
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ス
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人

ル

口

巨

一

ζ

ォ

A

設

洋

者

武

会

年

勺

大

勝

西

円

円

大

少

JV

、

の

と

∞

∞

季

{

十

ト

ト

者

切

白

山

春

合

、

シ

ル

ル

惨

静

作

修

吉

武

(4) 昭和6守主事3月守 58らつカも

自分や友i塞の作品を主主に、子供たちが大勢来ていました

トウモロ]シ@特狗

本ハム

句りカてせざ足満

教

育

委

員

4
5じ
は

、

月

の

前

月

5
日
午
前
9
時

例
年
豪
一
回
婦
人
体
力
づ
く
り
一
マ
場
所
平
塚
蓬
笠
宮
議
室

な

一

教

室

亭

曲

聞

く

。

一

円

v
利
用
語
繋
著
団
体
の
代

1
一
マ
期
間

4
月
日
日
か
ら
6
月
幻
一
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
公

ず
一
白
ま
で
の
丹
、
水
、
金
曜
日
(
会
一
設
事
務
所
(
電
話
お
!
一
こ
ハ

ま
一
お
B
間

)

一

六

)

へ

。

列
一
圏
第
1
コ
ー
ス
午
前
9
時
お
分
一

団一

3
切

符

一

判

分

一

ミ

一

一

、

ノ

ス

ケ

ツ

一

一

日

U
Iス
午

前

日

待

望

一

ト

の

生

徒

募

集

川
た
一
一
〉
内
容
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
主
体
に
一
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
と
兎
糾
剛

被
一
系
軟
体
操
、
ゲ
1
ム
等
一
ム
ロ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
「
ミ
ニ
パ

織
古
参
加
資
格
市
内
在
住
の
婦
人
一
ス
ケ
ッ
ト
教
室
の
仕
立
慌
を
霊
式

一
(
各
コ
ー
ス
共
百
五
十
人
)
一
し
て
い
る
。

一門
v
申
し
込
み

4
月
4
臼
(
金
)
一
一
〉
開
期
間

4
丹
か
ら
来
年
3
月
ま

尚
一
午
前
8
時
間
山
分
か
ら
見
附
台
体
育
一
で

-
一
舘
体
育
課
で
受
け
付
け
る
。
受
講
一
マ
対
象
小
学
校
4
年
生
か
ら
6

吋
一
希
望
者
は
、
印
鑑
お
よ
び
傷
害
保
一
年
生
ま
で

捻
一
段
料
(
六
百
五
十
円
)
を
持
参
の
一
マ
内
容
定
期
練
習
は
、
毎
週
点

二
う
え
、
本
人
が
直
接
申
し
込
む
。
一
一
曙
尽
ま
た
は
日
濯
臼
午
後
2
持
か

く

一

一

ら

4
時
ま
で

章
一
主
制
i
、
、
〈
ご
:
、
/
一

剛

一

員

/

ノ

i
ミ

ニ

一

ZE場
見
附
山
口
体
案
出
、
中
原

奥

一

ト

ン

大

会

開

く

一

公

子

校

外

氏

一

二

〉

申

し

込

み

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

H
一
第
四
回
帰
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
一
ク
ラ
ブ
事
務
局
(
に
し
き
ス
ポ
1

土

器

開

か

え

一

ツ

内

)

霊

?

五

六

回

六

へ

一
一
〉
期
臼

4
月
M
日
(
木
)
一

一
マ
会
場
市
立
国
荷
台
体
育
館
一
あ
る
く
会

3
月

一

マ

種

間

ダ

ブ

ル

ス

一

例

会

を

開

く

一
{
〉
競
技
方
法
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
一
!
〆

:li

一
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
一
マ
期
日

3
月
お
臼
(
臼
)
降
水

予
言
葉
市
内
在
住
で
量
一
撃
評
以
上
の
と
き
は
3
月
初

一
以
上
の
婦
人
ま
た
は
家
庭
の
主
再
開
一
臼
(
日
)

一
マ
申
し
込
み

4
月
百
(
月
)
一
マ
集
合
場
所

一
ま
で
に
見
度
保
育
舘
内
体
育
課
一
塚
駅
改
札
所
前

4
月
4
自
体
育
課
で
受
け
付
け

き春季大会

友好都市訪問市畏ツアー

と 平塚八景のうち、霧降の滝など4か所を、観光パスでご案内します。ご家族

で、また、ご近所お誘い合わせでご参加ください。昼食はご持参ください。

す実施S 3}寺28段{金)，参加無料
合コース 市投所(集合)-図書館〈平車市を紹介し

た映闘を撞賞)~湘南欄来(相模川河口)~期南平

(曽我十郎の輯ホも見学}へびわ青少年の家〈暴食〉

~七弱峠・遠藤原~霧降の滝(往檀で40分糧夢きま

す。道路は舗装されています)~市名評努(解散}

合所要時間 午前 8 時間分(集合)~午桂 4 時晴事散〉

食事加費楠 市内在住、在勤者

会申し込み ハガキに、書加者会員の住所、氏名、年

齢、電話番号を記入して、申し込みを。先着50人

合申し込み先 〒254 平理市揖間町 9-1 平場市

役所広報課電話 23一日日内綿315

t高山市の市制施行50周年。これを記

史上初めて春祭りと秋祭りの屋台が

害される。

5 .Fll6 S (金) 7袴平塚発一声量
計谷村見学)ー宿舎着 春の夜空吾り克

司17日(土)祭り見物、 5月 188

3時高山発平塚著20時

、環 60人(先着)

， 1人 29，800円
?わせ地場づくり課市民生活係(内綿263)



(5) 結憲懇ら
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1

1

1
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公所普少年広場

農協北金白骨庫前

大鳥公宮司

横内公民館

金尽公民館

八構自治会館

E華街iこ科潟できます。(無料続放)
務勤女撞路 卓球、パドミントン、バスケット、

軟式躍球(13---16時)、バレー(16~20時)

東各噛態とも、でラケット、シャトJレ、ポール拡

盛ず各車枠番多申。(体育館には用意してありませ

/νn 

3 }号24釘 {汚)午後l草寺~喜善寺

4月14沼{汚) I1 

4 }守21!3(月) I1 

運動のできる服装で参加し、上ばき用由連動

ぐつを用意してください。(館内は土足厳禁で

す。)輯技場内での献金は禁止です。

掛さ銭 梓習量察 軍事轄31-3開。

とき 3 fl30霞{沼)
会主審議iR公渓銭

・重集合時間 午前9時(受付開始)

-出場資格市内在住、在勤の高校生以た

・軽量 E幸 男子般10畑、 5畑、男子40競以上

5回、宜子 5km

aコース吉沢公民館土沢中学校中庶子分

遠藤原(折り返し)

命普参加料 1人500円(樽害保険料等)当日受付

でゼソケンと引き換えに納入を。

①申し込み官製はがきに住所、氏名、血齢、職

葉、所属、出場薄呂を記入する。

語り先 平塚市5主的爾J16-1体望軍基畢



手
ヱ
芸
譲
渡
の
受

講
生
を
募
集
す
る

{
第
2
、
4
土
問
噌
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(6) 

楽章豊田公民館

※田村ちびっ子広場

域島公民館

※岡山崎公民館

※金田公民館

士屋小学校

淡吉沢公民館

※松延小学校

-開設時間1 13時30分~14時30分楽印は、

15時~16時ふじみ野団地集会所は14時~

15時 ・雨天のときは中止となる

-期間 4 月 12日 ~62年 3 月四日

・日時毎月第2、第 4土曜日 14時~16時

・申し込み 4月 2日までに控樫はがきで。

合休館のお知らせ

今年で開館10周年を迎え、展訴替え工事を

行う。 ζの問、属示室の晃字、プラネタリウ

ムの観覧はできないので、ご了棋を。

なお、工事完了桂は、新展事室の公開と、

特別麗「林の生きものたちjを計画している

ので、ご期待をu

-工事期間 4月 7日(丹) ~7 月 14 臼(月)

合体舘田 苗遇月曜日 3月21日、月末、 4
丹 1目

安博物暗宮 〒254謹聞町12-41篭轄33-5111

会第2間総会奨術援

会舘利用サ クルと美楠教室生の作品展0

・期間 3月18日〈火) ~3 月 23 日(日)

・時間 9 時~21時

古美術教笈 f彫~JJ
躍到の基曜を学ぶ。

・日韓 4 月 10日 ~7 月31日 第 1を除く木

曜日〈全日間〉

・時間 19時~21時
・対事青年、一般 15人

・材料費 自己負鐙

・申し込み 電話か来轄を

食体輔自 樟溺月曙日 3月21日

台膏世年金韓

〒254浅潤省口2-41 喝盟諸32-7029

。天体観曹書

月禽、流星群、ハレー茸昼などを対象に、

現制方法ζ 実障を芋ぶ。

・対象高校生以上 20人

・申し込み 4月 6日までに所定の用紙で。

なお、案内書等を博物賠畳付て包己布してし、

る。郵送希望の方は、 60円切手間釘のうえ

博物館へ。

C地湾軍親畢金
平理市およびその周辺地域で、地層(岩石)

や地帯を観察する。

・期間 4 月 ~62年 3 月(月 '~2 白、日曜
5・茸14@])

・対象 中学校以上 30人

。申し込み案内書を送る。 4月10日までに

60円切手間封のうえ博物館へ。

。土符務規畢金

ーテーマ 水辺の自黙親事

・日時原則として毎月第2、第4土曜日

日時50分~17時

・内容相模州、花水川などで、野鳥、植物

などを観察する。

・申し込み 常時受け付けている。日程表を

送るので、 60円切手間封のうえ博物鶴へ。

@石仏を輯ベる古

市内の社号、路慢などに撞J

fムを調べる。 61年震は、中原、

拍める。(新会員15人を募集)

合自然観察会

・テーマ 千鳴の置り鳥

・日時 4月20日 (日) 9 時~16時

'場所柑模川河口〈雨天中止)

・申し込み 4月 5日までに性担はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

合第3白石仏講演会

平理市周辺の石仏について、日ごろの研究

成果を講積。〈書加自由)

・日時 3月22日 〈土) 14時~16時

・会場博物館講堂

・内容 「地神塔とその周辺をめぐってJ

合年開会員の募集

。古文書態購腕章

近世地方文書に親しみ、地域の腫史どを学ほ

う。

・期間 5 月 17 日 ~62年 3 月 7 日

・日時毎月第 1、第3土曜日 14時~凶器寺

・対象高校生以上

・申し込み 4月30日までに桂揮はがきで、

講亜名、住所、氏名、年齢、電話番号を記

入のうえ博物館へ。多数回ときは、抽せん

で30人。

合理高額会

<Ql3舟16自(自) 10時、 14時・ 3暗ホル

「あしたを心豊かにJ24分家旗そろって
生きがいのある暮らしを求めて、個々の生活

設計について諮り合う。

「山びこよ歌えJ33分文部省特選、日本
産業映画文部大臣賞受合作品

すこども映商会

<Ql4丹20日(白)10時、 14時 . 3階ホール

「片耳の大シカJア二メ25分片耳の大シ
カを追っていた猟師たちは、撤しい風と南に

あい、鹿の群の中に身を寄せて、 命を取り

とめた。

「クマのブーさん・ブーさんとはちみつj

アニメ30分ハテミツの大野ぎなブーさんは

蜜蜂の控そをつけて巣のある木を克つげたが 。

す童ま録替えについて

図書館利用#の交付を畳けている方は、 4

月以降に利用#を持害し、 61年度の利用確認

を畳廿ていただきたい。

なお、 58年度に登錯きれた方は、 3月来で

有効期聞が切れ書き替えが必要となるが、 61

年度に限り、 4月以降カウンターで利用確認
を畳廿、引き続き利用していただきたい。

官開館時欄

・貸出室、委参考室 9 時~16時50分

-こども重火~土曜日 13時~16時間分
日曜日 9 時~16時'50分

合体鵡皆 聾週月曜日、 3月21自、月涼し

4月 1日

合間輔関宮 乎254嘩間町12-41費量賭31-0415



〈ア〉

睡予防措畿の時鶴

午睡1時30分から 3時まで。液印
白金場は午桂2時から 3時まで。
臨翁持轟の変更

檀保全轄で行ってきた予防接種は

4月から花水公民館で行うことにな

っ1to れ

輔 輔1期・・ 3閤受ける

・対象 2輯 (24か月)から 4誰
(48か丹)までの幼児。なお、接撞

開聞は2回、 3@lとも 3週間から 8
週間。

盟購2期-，翻受ける
・対車第 1期の 3関白が轄わって

から 1年以上 1年 6か月以内白期間

に受ける。なお、第 1期を早めに費

けて、第2期もなるべく字く 4撞ま

でに終了するよう応していただきた

し、。

融住意 1年以内にケイレン尭作の
あった人は受けられない。

[ 4月1
23日横内公民舘、旭北公民舘、
※豊田公民賠

24日 花水公民館、福祉会館、
大野公民曲

25日保障センター、
療中央農協土択支所

盟会場樺僅センター

輔畳付午後1時-2時
輔母子韓麿手瞳本冊・別冊と筆記用

具を持事(3か月児は本冊のみ〉

床下薬剤散布日程
{花木 aなでしこ地広]

4月 2日 八重量咲自治会

4月 3臼 縫域ヶ丘自治会

4月 4臼 松風町自治会

4月 5日 袖ケ浜自治会

4月 78 桃浜町自治会

4月 8日 蓑平自治会

41'19臼虹ケ浜東部自治会

黒部丘東部自治会

4月10日、 118 花水台自治会

4月128 虹ケ浜西部自治会

4月14臼 黒部丘務部自治会

4月15日 撫子原自治会

塘ヶ原自治会

黒部丘第一親睦会

回-
7 キ寸 6 
月会月

豊内八
凶今橋
会真空
、重量
何回大

崎豊符

74歳以上の方に、はり、きゅう、あλノ

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。受療券の交付
明治 44年 5月 31日以前に生まれた方は 6枚。

明治 44年 6月 1臼から 45年 3汚までにさ主まれ

た方は、 74裁になった汚から 2か月に 1枚の

割合で交付する。ただし、 74歳の期間につい

ては、ご本人の市民税所得害j額が韓税されてい

る方は、対象外。

く〉密己負才皇豊富 1朝日こっき 600F弓

。唱し込み 印鑑および鍵議手緩または健康保

検証在持参のうえ、構社総務課(内韓 219)

-̂o 

告書3

[ 3離1患1鼠検査も行うむで、おu
っこをさせないでご来場を。

4月3日 58年 2月1日-10臼生
4月日日 58年 2月日日-20日生

4月24日 58年 2月21日-28日生

保健センター健康相談

く〉毎週月曜白~土電車釘

(午前中)

く〉成人病相談

電話34-0311

第 3在留平塚市安封建語祭 a・5月 15民…市民センターホーjレ

惨事聾逮・一般の部予選会

局時 4fl5附午後 1時 吃?
場所まちかどホール穏元〈中島1:::1レ4F) A断l11ma
畿地区労の吾容予選会 tやる山崎 f 

窓時 4月 24臼嗣 略的¥¥
場所平塚市勤労会館

畿地塁王i潟援の部予選会

Eヨ時 4月 25沼紛

場所平壕市勤労金重宮

申し込み先・商迷一般の部

・地区労の部

自問盟の部

で誌の
1師『
f/17志

商工会議所 22-2510

地震労 31-5249 

同盟 21-7140 



輸
入
賞
品
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
向
聞
か
れ
る
。

守
日
時

3
月
初
日
(
木
)
午
後
1

時
加
分
1
3
時
四
分

守
会
場
平
脱
却
市
教
育
会
館

マ
内
容
各
種
輸
入
食
品
に
つ
い

て
、
そ
の
前
疫
体
制
、
添
加
物
な
ど

の
安
全
性
や
表
示
問
援
な
ど

マ
申
し
込
み
先
市
地
域
づ
く
り
課

(
内
職
二
百
四
)

マ
期
間

4
月
2
日
か
ら
6
R
2
日

ま
で
会
羽
田
一
週
2
1
3
田
)

検
時
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
金
場
平
塚
商
工
会
著
財

マ
受
講
料
…
万
八
千
円

マ
申
し
込
み

3
月
四
日
「
金
)
ま

で
に
、
平
理
品
開
工
会
議
所
(
竜
露
目

1

一
一
五
一
(
〕
}
へ

今
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

自
閉
症
泥
士
宮
持
つ
親
の
金
一
麦
の

会
」
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
i
シ
ョ
!

「
歌
っ
て
諮
っ
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ル
」
を
開
く
。

中
日
時

3
月
幻
自
(
金
)
午
後
3

時
別
分
3
4
時

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー

ド
が
き
れ
い
に
な
っ

た
の
は
、
市
民
の
一
人
と
し
て

と
て
も
う
れ
し
い
ご
と
で
す
。

し
か
し
、
パ

i
ル
ロ
ー
ド
を

謬
き
さ
、
一
つ
不
品
剛
警
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
バ

イ
ク
や
自
転
車
が
多
数
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
せ
っ
か
く

き
れ
い
に
な
っ
た
の
に
、
こ
れ

で
は
何
に
も
な
ら
な
い
と
患
い

ま
す
。あ
の
場
所
に
、
バ
イ
ク
や
自

転
議
を
護
い
て
も
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
も
し
許
し
て
い
る
の

な
ら
や
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
逆
に
、
禁
止
し
て
い
る
な

ら
一
割
金
制
度
に
し
た
方
が
よ
い

と
患
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
パ

ー
ル
ロ
ー
ド
を
呂
転
車
萱
場
に

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

傘
金
銭
務
さ
ん
〉
動
し
て
い
ま
す
。

上
l
i
l
U

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
し
か
し
、
臼
中
に
多
く
の
由

一
手
書
、
-
F
l
ド
は
、
自
転
車
転
車
が
震
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
、
放
の
多
く
は
、
買
い
物
に
来
た
自

翠
自
転
車
が
あ
れ
ば
、
日
智
朗
制
移
一
転
車
で
す
。

ん路-から

轟

マ
会
場
平
塚
市
中
央
公
民
館

マ
出
積
八
代
英
文
、
宮
原
や
す
の

り
・
司
会
浪
花
ふ
と
志

マ
勤
語
場
所
域
島
公
民
館

マ
業
務
内
等
館
内
外
の
清
掃
、
職

員
不
主
時
の
習
守
居
番
等

マ
管
理
人
草
木
造
語
家
建
て

(
6

畳、

4
・
5
畳
、
台
所
、
風
呂
場
)

マ
入
日
明
F
定

4
月
初
旬

マ
応
募
資
格
宮
市
内
に
住
む
鰭
康

な
縛
人
で
配
偶
者
と
住
み
込
み
可
能

な
方
②
嬬
印
歳
以
下
の
万

守
予
告
月
額
一
一
万
五
千
六
百
円

マ
申
し
込
み

3
月
詣
日
(
金
)
ま

で
に
市
販
の
毘
腔
書
(
写
真
添
付
)

を
社
会
教
背
課
(
内
組
五
二
回
)
へ

マ
面
接
日

3
月
白
日
一
月
)

県
で
は
、
四
月
か
ら
宇
緩
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
く
。

マ
対
象
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
サ
3

ク
ル
、
田
体
等
で
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
者
(
市
の
推
薦
を
受
け
る
)

マ
会
場
、
コ
ー
ス
(
百
十
時
間
)

・
萌
湘
地
区
体
背
巴
ン
ヌ
l

体
力

づ
く
り
体
揖
、
パ
ド
ミ
ン
k

ン
、
軽

ス
ポ
ー
ツ

ゆ
県
立
体
育
セ
ン
タ
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
、
体
力
づ
く
り
体
操
、
卓
球

・
県
央
地
玄
体
育
セ
ン
タ
ー
体
力

つ
く
り
体
操
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ

L
V
 

取
し
込
み
、
問
い
Anわ
せ
は
市
教

毎報移動しているが…

こ
れ
ら
の
自
転
車
に
対
し
て

は
、
「
速
や
か
に
移
動
す
る
よ

う
に
」
「
買
い
物
を
す
る
と
き

は
、
一
時
利
用
施
設
に
蜜
く
よ

う
に
」
指
導
し
て
い
ま
す
。

「
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
を
自
転
車

蜜
場
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う

ご
意
見
に
は
、
ま
っ
た
く
向
感

で
言
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方

ずで饗AW
 
カカ協のんさな品すくなを車転白蜜放

は
、
放
資
禁
止
震
域
に
笠
か
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
近
い
将
来
、
ラ
ス
カ

駐
車
場
を
活
用
し
て
、
向
出
転
車

九
百
台
を
収
容
で
き
る
駐
車
施

設
を
計
訴
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
〈
計
語
録
〉

育
委
員
会
体
育
課
(
電
話
出
三

O

穴

O
)

へ

先
夫
性
四
肢
障
害
児
(
者
)
を
対

象
に
集
団
検
診
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

3
月
同
日
(
日
)
午
前
9

事
O
ネ

J
p
b

外

P
3〆内
J
Z
E

守
会
場
県
立
勤
労
金
額
(
横
誤
市

中
区
寿
町
l
i
4
)

マ
内
容
横
詰
レ
と
医
療
・
時
育
相
談

マ
問
い
合
わ
せ
先
先
大
性
四
肢
障

父
母
の
会
(
電
話
。
四
五
一
一
一

七
六
四
六
百
林
)

通
信
制
で
学
ぶ
内
容
は
普
及
増
高
喧

と
向
じ
。
卒
業
す
る
と
全
日
制
F
吟

じ
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
。
(
年
齢

は
問
わ
な
い
)

マ
募
集
期
間

3
月
幻
自
(
士
)
1

4
月
4
日
(
金
)

マ
酷
接
日

4
月
6
臼
(
日
)

?
問
い
合
わ
せ
先

-
県
立
厚
木
南
高
等
学
校
通
信
制
謀

碍
(
厚
木
市
問
問
一
七
五
一
一
電
話

。
四
六
一
一
泊
l
五
一
二
四
六
)

a

県
立
湘
南
高
等
学
校
通
信
制
課
程

(
藤
沢
市
鵠
沼
神
明
5

6

日

電
話
。
四
六
六
四
八
開
五
一
)

び
わ
蕎
少
年
の
家

夏
休
み
出
申
し
込
み

び
わ
青
少
年
目
安
4

で
は
、
七
月
二

十
二
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の

夏
休
み
期
間
中
の
利
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
る
。

マ
申
し
込
み

4
月
初
日
(
日
)
か

ら
4
月
白
臼
(
木
)
ま
で
、
電
話
で

び
わ
青
少
年
の
京
(
電
話
回

JO八

七
一
)
へ
。
た
だ
し
、

4
月
目
白
は

休
館
日
の
た
め
受
け
付
け
な
い
。

マ
利
用
資
格
原
則
と
レ
て
小
学
校

3
年
以
上
(
子
供
会
等
少
年
少
女
担

体
を
僅
先
す
る
。
ー
泊
2
臼
、
1
団

体
叩
人
以
上
)

マ
社
金
構
祉
基
金
へ
(
敬
称
略
)

本
門
悌
立
宗
上
行
寺
社
会
福
祉
協

力
会
八
万
円
、
梅
麗
芳
勘
組
合
中

央
執
行
要
員
長
宮
崎
勝
じ
万
一
一
千

六
百
五
十
円
、
吉
沢
宇
何
年
親
和
金

子
六
百
七
十
一
円
、
リ
フ
ォ
!
ム

か
た
つ
む
り
六
千
円
、
鈴
木
課
技

二
千
円
、
平
蝶
市
弘
立
幼
稚
鴎
協

会

ι
L
万
九
千
五
百
七
円
、
平
塚

市
私
立
幼
稚
閣
父
母
の
会
連
合
会

十
一
万
九
千
五
百
七
円
、
平
塚
市
菓

子
商
工
組
合
一
万
一
千
九
百
五
十

円
、
中
丸
字
治
三
千
円
、
(
株
)

パ
ン
フ
ィ
y
ク
社
員
一
向
八
万
四

子
一
一
百
ト
一
円
、
福
延
長
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
二
千
三
一
一
日
八

十
円
、
山
野
史
子
七
万
古
千
六
白

千
六
円
、
金
子
長
太
一
万
一

γ

円
、
新
貝
正
行
三
百
円
、
神
田
ス

ト
ア
ー
二
千
四
否
五
十
円
、
慶
名

一
万
円
、
平
塚
地
医
労
働
組
合
協

議
会
二
十
一
二
万
円
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
女
子
青
年
会
マ
一
万
円
、
高
野

山
品
歌
講
填
費
支
部
一
一
一
万
一
一
千
へ

百
円
、
中
村
信
五
郎
一
千
円
、
出

野
博
文
二
百
四
十
五
円
、
西
海
岸

地
区
北
部
長
寿
会
八
千
五
百
二

円
、
乙
益
富
美
子
一
千
十
五
円
、

(
有
)
つ
く
し
看
一
護
婦
軍
政
掃
紹
介

所
一
万
円
、
倫
理
研
究
所
平
塚
実

践
部
川
合
敏
隆
五
千
円
、
鈴
木
肉

活
三
千
九
百
九
ム
ア
円
、
内
問
一
一
重

一
万
円
、
松
井
間
十
一
一
万
円
、

渡
辺
清
子
二
千
円
、
長
谷
川
サ
キ

一
二
万
円
、
峰
野
勝
五
万
円
、
安

補
則
晃
四
百
五
十
六
円
、
伊
藤
力

厳
八
百
十
円

マ
社
品
官
補
祉
へ

瑞
崎
一
輝
夫
二
千
円

マ
交
通
遺
児
へ

大
庭
孝
夫
=
十
万
円

県動物保擢センターでは、捨 C犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回も次の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印鑑Jr犬の鑑

札 Jr控射椅票JI愛犬子帳Jを持参のうえ会
場へお出かけを。なお、収容車の停留時聞は

10分間。また、ねこは麻袋かダンボール請に

入れていただきたい。

4月 5臼 (こと) 4月12臼 (土)
9 : 00 神田公民館 9 : OC 松原公民揺

9 : 25 六野公民館 9 : 20 壇賞公民館

9 : 50 登田公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 ぜり急公民館 10: 00 富士見公民館

10 却金田公民館 10: 30 中原公民館

10: 50 岡崎公民館 10: 55 鳩公良館

日:10 金呂公民館 11 : 15 吉沢公民舘

童話4守6霊華

〉昌吉 〈

る。それによると、同家組長右衛

門は輯倉郡長尾村{現戸塚豆内)

の出身で、親王の思顧を受けてい

たことから、尊髄(そんがい)の

部〈首級とも遺醤ともいう)を

持ち、当地に来てひそかに土出に

埋葬した。そのころ、このお宮〈豊

八構宮とも鶴崎山八幡宮とも呼ん

でいた)の別当福蔵院(豊田本部

にあったる一義真言宗白寺、lJむ亮寺)

の住湾設は、伯父の続きであった由

婦から、親王の撃を若宮八婚と勧

請レ、こむお宮の栢友愛(あいどの)

としてまつった。

その後、子孫がこの由を代官所

に伍えたところ、 100口〈く)の土

地を鎮守免として与えられた，，100

口は1叩人 1年間の食料であるか

ら、生時の収寝室設からすると大変

な面積である。長尾家では、嘩年

正月 3か回、蝉供養を必ずたげて

いたという。

天正19年(1591) 日丹、槽}II車

壊は杜額3石を寄進した。

明治初年、神社名を現在白神社

名に変えると共に、議良親王を主

祭神昔田別命と並べ 2柱とした。

※おたずねは市車購さん部(機器

31-0429)へ (文費臼井弘〉
今問でこの項は終わります。ご

愛読ありがとうございま U た。

i¥ 
鶴崎111八幡神社は、豊田地区(1日

豊自村〉令域の鎖守として、地区

内宮下J)砂丘傷製崎山jーにまつられ

た押社である。

この神社は、全国的に見ても珍

しい神社である。というのが、誉

回別命(応神天皇)と共に、フに塔

宮(おおとうのみや)護良親王を

祭神としているからである。

謹良蒋司主といえば鍋倉吉。鍋倉

誌といえば土窟〈どくつ)をとい

うように、いろいろ思い出される

方が多いと思う。護良親王は後醍

醐天袋の第 3，~主子で、天台鹿主と

なり、比叡山延題専の大塔に住ん

でいられたが、天皇の討毒事計画に

参与し、だ野の蔵王堂では村仁義

光の身代わりにより、般若寺内で

は経箱に潜んで危離を避けるなど

苦労し、理武中興の際はf正売大将

軍ー兵部卿などの要職にあった。

しかし、足利哲氏とはよろしか

らず、謀者(ざんそう)する者も

現れて、鎌倉に謹迭され、東光寺

の土牢に糊問中、中先代(北来高

時の子時行〉の乱の混乱に隠し、

尊氏の弟直義の家臣淵辺義博に拭

(ししリされた方である。

親王がここにまつられたことに

ついて、当地の長尾家には、寛永

3年(1626)の記操が聾されてい
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で
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て
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も
ま
す
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ん
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に
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し
な
い
の
で
す
が
、
京
で
は
ま

強

吟

だ

め

に
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し

ま

い

ま

i

J

A

君、

B
子
ち
ゃ
ん
、

C
者
と

強
哲
子
供
の
表
わ
す
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ

棋
連
い
、
ど
の
お
母
さ
ん
も
み
ん
な

乙
a

悩
ん
で
い
ま
す
。

l

d

で
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
問
鍾

A
君
は
乱
暴
ご
落
ち
着
き
が
な
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

く
、
教
室
で
も
一
時
も
じ
っ
と
か
。

座
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
私
は
、
子
棋
の
凶
っ
た
問
福
田
は
、

先
生
の
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
い
ま
子
供
が
大
人
に
送
っ
て
い
る
信
号

す
。
ま
た
、
カ
y
と
な
る
と
お
友
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
を
な
ぐ
っ
て
し
ま
い
、
先
生
は
子
棋
は
一
人
一
人
、
子
供
の
世

ほ
と
ほ
と
予
を
焼
い
て
い
ま
し
界
の
中
で
生
活
し
て
い
る
の
で
す

た

。
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そ

の

う

ナ

供

の

世

界

が
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で

8
子
ち
ゃ
ん
は
朝
に
な
る
と
何
お
び
や
か
さ
れ
て
い
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ど
う
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か
に
お
び
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た
よ
う
に
一
一
二
二
回
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生
活
し
に
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っ
て

お
ど
お
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さ
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手
い
る
。
そ
ん
な
時
、
子

ん
か
ら
離
れ
ら
れ
ま
せ
離
に
ヲ
弘
吉
大
人
に
信
号
室

ん
。
そ
し
て
、
重
に
一
ご
房
一
ピ
九
る
よ
う
に
思
う
の
で

学
校
へ
行
か
せ
よ
う
と

Fト
ト

7
3
7
1
す
。
た
だ
、
大
人
は
子

す
る
と
、
泣
き
叫
ん
で
警
イ
円
レ
併
の
信
号
を
う
っ
か
り

お
母
さ
ん
に
し
が
み
つ
認
す
噌
ヰ
ニ
d
F

見
過
ご
し
て
し
ま
う
こ

き
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
学
と
か
多
い
の
で
す
が
。

校
へ
行
っ
て
く
れ
る
と
安
心
し
ま
私
た
ち
大
人
は
、
子
惜
の
送
る

す

。

情

号

を

通

し

て

、

も

う

一

度

「

子

C
君
は
小
学
校
二
年
生
で
す
供
」
の
内
面
主
伊
豆
つ
め
直
レ
て
み

が
、
い
ま
だ
に
お
も
ら
し
が
な
お
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
い
く
ら
そ
し
て
、
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
よ

「
ト
イ
レ
に
行
ぎ
な
さ
い
」
と
く
わ
か
る
の
は
、
お
母
さ
ん
で
は

い
っ
て
も
な
か
な
か
い
か
す
、
ギ
な
い
か
と
患
い
ま
す
。

開催日 4J守12臼(ニ主)
修費完投書寺関 出船 8 待 30 分~14 時 30 分

@釣り場平塚i中

e参加濃縮高校生以上

。参加料と建築 4.2∞問、 350入

申込み方法釣り宿へ直接または篭誌で

・豊漁丸 22~5956 ・庄三郎丸 21-1012

・浅八丸 21-0904 ・響楽丸 22~2552

庄治郎丸紅一1312

主催平塚市観光協会
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